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大 会 発 表 要 旨2006.11.19

都 市 に あ る環 境 ア ー ト

ー 機能性 にみ る一考察 一

神蔵理恵子/京 都工芸繊維大学大学院

本 発表 で は,東 京 の 「フ ァー レ立 川」

(1994年 完 成)と ニ ュー ヨー クの 「Battery

ParkCity(以 下BPCと 略 す)」(1988年 敷

地 内 にbuildingcommunity完 成)を 例 に

とりあげ,ア ー トが どのよ うな実用 的な機能

を有 して いるか,さ らにそれ らが実用 的な機

能に加えて どの ような効果 を生 み出 しうるか,

とい う点 を検証す る。

機能 をもつ アー ト

フ ァー レ立川 は,「 都市 的機能」 をアー ト

にもたせ るという設置理 由を掲 げている。作

品は,ベ ンチ,車 止 め,街 灯,サ イ ン,ペ デ

ス トリア ンデ ッキ支柱,建 物 の外壁,喚 起 口,

換気塔,散 水栓カバーな ど,都 市生活 に必要

な機能 が アー ト化 され,歩 行者空間 を中心 に

設置 されてい る。BPCに 関 して もベ ンチ,

照 明な どの機能 を もつ作 品が多 くみ られ る。

こ こフ ァー レ立川 では,機 能 だけの役割を

果たす変哲 もないベ ンチや街灯,文 字 による

案 内看板 が設置 されるのと違 い,機 能を アー

ト化す る ことで,都 市空間 は変わ り,都 市生

活は豊か な ものになっている。 そのアー トの

様相 は,単 に物質 的機能 を もつだ けの もの と

違 い,都 市 の風景 の見 え方 を楽 しいもの にす

る。歩道 にできた憩 いの場であ る。

フ ァ ー レ立 川 に 設 置 さ れ たRobert

Rauschenbergの 『自転車 もどきVI』 は,昼

はサ インボー ド,夜 はネオ ンサイ ンとしての

機能を果 たす。 自転車置 き場がそ こにあ るこ

とを アー トで示す。 このアー トが設置 され る

ことで,文 字 だけによる味のないサイ ンに比

べて都市空間 は楽 しい もの とな る。
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TangdaWuの 作 品で あるが,こ の買 い

物か ごその もの に機能はない。換気 口とい う

都市生活 にお いて必 要な機能 であるが,む き

出 しであ ると殺風景な ものを,ア ー トを使 っ

て隠す ことで,楽 しみに変 えた。

環境 との融合 一 空間との関わ り

アーテ ィス トは個 人の表象 を発表す る場 と

して,美 術館では物足 らず,都 市空間 に進 出

し,多 くの人に観て もらえることを喜 びと し

た。 しか しその全てが受 け入 れ られたわ けで

はなか った。 そ こで,都 市 の機能的要素 を作

品に取 り込 む ことで,存 在意義 を確固た る も

の と しよ うとした。 アーテ ィス トは都市的要

素を加 えたアー トを どう表現 し,都 市空間 に

おいて街を通 る人 に何 を もた らしただ ろうか。

一つは
,作 品を通 して,視 覚 による場の記憶

を もた らす とい う作 品のあ り方が ある。

ファー レ立川 に設置 されて いる,坂 口寛敏

の 『バ ー コー ドブ リッジ』(図1)は,歩 道

橋 としての機能 を もつ。歩道橋の上 に貼 られ

たタイルがバー コー ドとなる。バ ーコー ドを

使 い,現 代社会 の有 りようを問 いか け,鑑 賞

者 に新 しい感覚 を もた らす。歩道橋を渡 ると

い うのは 日常 的な行為で あるが,こ の歩道橋

にバー コー ドとい うイメージを加え ることで,

「視覚」 によ りこの場 を体験す る。



図1『 バーコー ドブ リッジ』

BPCの 作 品,LouiseBourgeouisの

『Eyes』(図2,3)は,ハ ドソ ン川 を望 む

その場所 に,目 玉が一組設置 された ものであ

る。 公園の中に突如現れた作品ではある もの

の,こ の作 品は鑑賞者 に目の前 に広 がる,目

玉の視線 の先 のハ ドソ ン川 および 自由の女神

の存在の再認識 を促す。作品 によって周 囲の

景色を認識 させる。 自由の女神を見 るとい う

何気な い体験 を,「Eyes」 とい う作 品を通 し

て鑑賞者 の 「眼球」 で見ることで,こ こで見

た という体験 が深 く記憶 される。

図2『Eyes』 図3rEyes』

おわ りに 一 都市に設 置され る環境 アー トの

あるべき姿

都市 にあるパ ブ リックアー ト,そ れ は次 の

二 つに分け られ た。 一つは,ベ ンチや車止 め

な ど実 用的な機能を もつアー トである。 これ

は都市 空間の中で,機 能を もった上で,単 な

るベ ンチ,単 なる車止めではな く,生 活 をな

ごませ豊かにす る もので ある。機能 があ り,

か つ,人 々の生活 を豊か にす るよ うに,ア ー

トにな っている作品で ある。 これ らは都市生

活を豊か にし,都 市 の風景の見え方 を殺風景

な ものか ら楽 しい ものへ と変え る。

二つ 目は,都 市 に必要 な機能 はないが,そ

こにこれ らがあることで,人 間が,視 覚 や聴

覚 という知覚で実感 的にその場所を記憶す る

手段 とな るものである。 これ らには,ベ ンチ

や車止め等の都市空 間に必要 な機能はないが,

そ の空間 にアー トがあることで,空 間 と人 間

の関係 をよ り深め,空 間と人 間の新たな関係

を生 み出す。 ここでは,場 のcontextを 一 緒

に体 験 す る,『 バ ー コー ドブ リ ッジ」 や

『Eyes」 を例 と して取 り上 げた。 そ こに人 が

立 つ ことで,空 間 と人間の関係 は深 まり新 し

い展開を見せ る。

今後,都 市空間にパ ブリックアー トが広が っ

てい くとき,こ の二つの方向を とって い く可

能性 が示 唆できる。

◆使用 した図版 については,図2は 「フ ァー

レ立川アー トプロジェク ト』よ り複写,他

は筆者撮影。

都市におけるアー トの存在理由のひとつは,

体験を通 して空間と人間との間に新たな関係

を生み出すものであることである。体験を通

してその場を記憶 し,そ の体験の仕方が,都

市に生活する人々に,生 活の豊かさをもたら

す。 これが機能を超えたアー トの力である。
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